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ウ
ェ
ビ
ナ
ー
で
は
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
イ
フ
営
業
部
ゼ
ネ
ラ
ル
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
吉
村
忠
義
氏

が
損
保
エ
コ
シ
ス
テ
ム
構
想

に
つ
い
て
、
す
で
に
取
り
組

み
が
進
ん
で
い
る
生
保
エ
コ

シ
ス
テ
ム
と
同
様
に
、
損
保

業
務
の
非
競
争
分
野
の
シ
ス

テ
ム
を
共
通
化
す
る
も
の
だ

と
説
明
し
た
。

　
ア
イ
リ
ッ
ク
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
イ
フ
、
ア

シ
ス
ト
の
３
社
は
、
損
害
保

険
会
社
に
対
す
る
シ
ス
テ
ム

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
に

加
え
、
保
険
代
理
店
と
し

て
、
顧
客
の
課
題
解
決
策
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
中

で
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

化
の
形
態
に
対
す
る
議
論
推

進
に
向
け
て
、
い
く
つ
か
の

保
険
会
社
と
意
見
交
換
な
ど

を
行
っ
た
結
果
、
損
保
業
務

の
非
競
争
領
域
を
共
通
化
す

る
こ
と
で
、
関
連
企
業
や
保

険
会
社
、
顧
客
に
役
に
立
つ

Ｄ
Ｘ
化
が
図
れ
る
と
い
う
考

え
を
見
出
し
た
こ
と
が
、
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む

背
景
に
あ
る
と
し
た
。

　
３
社
は
、
共
通
化
に
よ
る

効
果
や
参
画
の
し
や
す
さ
と

い
う
観
点
を
重
視
す
る
こ
と

に
加
え
、
各
保
険
会
社
が
指

摘
し
た
一
番
強
い
ペ
イ
ン
ポ

イ
ン
ト
（
想
定
顧
客
の
悩

み
）
の
損
害
サ
ー
ビ
ス
の
分

野
に
着
目
。
将
来
的
に
は
、

Ａ
Ｐ
Ｉ
の
洗
練
化
や
認
証
技

術
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
で
、

領
域
も
拡
大
す
る
と
の
考
え

を
示
し
た
。

　
す
で
に
複
数
の
生
保
会
社

が
参
画
し
サ
ー
ビ
ス
を
進
め

て
い
る
生
保
エ
コ
シ
ス
テ
ム

は
、
書
類
の
郵
送
や
目
視
確

認
、
査
定
の
バ
ラ
つ
き
な
ど

を
要
因
と
し
た
リ
ー
ド
タ
イ

ム
の
長
期
化
と
い
っ
た
ペ
イ

ン
ポ
イ
ン
ト
を
、
Ｏ
Ｃ
Ｒ
と

専
門
技
術
の
適
用
に
よ
り
デ

ジ
タ
ル
化
・
効
率
化
し
て
、

圧
倒
的
な
効
率
化
や
顧
客
体

験
の
改
革
を
実
現
し
、
保
険

金
・
給
付
金
支
払
い
の
デ
ジ

タ
ル
化
と
自
動
化
を
支
援
す

る
も
の
。

　
同
シ
ス
テ
ム
は
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
画
像
な
ど
で
簡

易
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
査

定
が
行
わ
れ
、
非
定
型
帳
票

と
医
療
行
為
も
デ
ー
タ
化
す

る
。
ま
た
、
ル
ー
ル
エ
ン
ジ

ン
を
活
用
す
る
こ
と
で
ス
ム

ー
ズ
な
判
定
ロ
ジ
ッ
ク
を
構

築
し
、
導
入
後
は
50
％
の
時

間
短
縮
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
そ
う
し
た
点
か
ら
、
損

害
サ
ー
ビ
ス
全
体
の
課
題
と

な
る
保
険
金
支
払
い
の
リ
ー

ド
タ
イ
ム
、
保
険
会
社
ご
と

に
異
な
る
ア
ジ
ャ
ス
タ
ー
や

修
理
工
場
の
ワ
ー
ク
フ
ロ

ー
、
災
害
時
の
対
応
と
い
っ

た
非
競
争
領
域
を
共
通
化
す

る
こ
と
で
、
保
険
会
社
、
関

連
企
業
、
顧
客
に
寄
与
で
き

る
と
の
考
え
に
至
っ
た
と
し

て
い
る
。

　
損
保
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
全

体
像
は
、
ま
ず
損
害
サ
ー
ビ

ス
か
ら
開
始
し
て
そ
の
後
、

適
用
領
域
を
広
げ
て
い
く
と

し
た
上
で
、
顧
客
の
観
点
と

し
て
、
保
険
金
請
求
に
関
わ

る
負
荷
の
軽
減
や
書
類
の
取

り
付
け
・
郵
送
、
見
積
も
り

・
支
払
い
の
ス
ピ
ー
ド
向
上

を
挙
げ
た
。
同
シ
ス
テ
ム
の

非
競
争
分
野
の
シ
ス
テ
ム
共
通
化
目
指
す

ア
イ
リ
ッ
ク
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
　
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
開
催

損
保
エ
コ
シ
ス
テ
ム
構
想
テ
ー
マ
に

　
ア
イ
リ
ッ
ク
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
６
月
３
日
、
「
損
害
保
険
エ
コ
シ
ス
テ
ム
構
想
概
要
～
損
害
サ
ー
ビ
ス
業
務
の

Ｄ
Ｘ
へ
～
」
を
テ
ー
マ
に
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
損
保
エ
コ
シ
ス
テ
ム
構
想
は
、
保
険
金
支
払
い
ま
で
の
リ
ー
ド

タ
イ
ム
短
縮
や
関
連
業
務
の
効
率
化
を
目
的
と
し
て
シ
ス
テ
ム
を
共
通
化
す
る
も
の
で
、
同
社
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
保

険
代
理
店
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
イ
フ
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
販
売
・
技
術
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
㈱
ア
シ
ス
ト
と
共
同
で

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
で
は
、
同
構
想
に
取
り
組
む
背
景
や
概
要
、
今
後
の
展
開
な
ど
に
つ
い
て
説

明
し
た
。
当
日
は
、
生
・
損
保
会
社
な
ど
約
30
社
が
参
加
し
た
。

思
想
は
、
業
務
標
準
化
や
効

率
化
を
意
識
す
る
こ
と
、
共

通
化
に
よ
る
運
用
コ
ス
ト
削

減
に
加
え
、
Ａ
Ｉ
の
共
同
利

用
を
通
じ
た
学
習
効
果
の
向

上
だ
と
し
て
い
る
。
今
は
３

社
が
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

今
後
は
、
損
保
会
社
を
含
め

て
輪
を
広
げ
て
い
く
と
い

う
。

　
最
後
に
吉
村
氏
は
、
「
Ｏ

Ｃ
Ｒ
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
化
と

Ａ
Ｉ
に
よ
る
Ｓ
Ｔ
Ｐ
（
ス
ト

レ
ー
ト
・
ス
ル
ー
・
プ
ロ
セ

ッ
シ
ン
グ
）
の
判
定
や
属
人

化
さ
れ
な
い
均
一
化
し
た
支

払
い
判
断
を
実
現
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
顧
客
に
対
し

て
、
保
険
金
支
払
い
の
迅
速

化
や
保
険
会
社
関
連
企
業
に

お
け
る
業
務
の
効
率
化
を
図

れ
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
目
指

す
」
と
語
っ
た
。

　
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
終
了
後
に

は
、
吉
村
氏
、
ア
イ
リ
ッ
ク

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部

部
長
の
畔
柳
主
税
氏
、
ア
シ

ス
ト
東
日
本
第
二
営
業
本
部

営
業
統
括
部
営
業
１
部
部
長

の
矢
原
朋
和
氏
に
よ
る
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
た
。


